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巻頭図版 1

第ア号住居址石棒出土状態

第ア号住居址出土石棒



巻頭図版 2

縄文時代中期中葉の土器

紐文時代中期後葉の土器



床尾中央遺跡は奈良井川右岸の扇状地上にあり、組文時代から中世に至る遺物が採集さ

れ、以前からよく知られていました。このたび交通安全施設等整備事業床尾平出線工事に

よって遺跡の一部が破壊されることになつたため、埋蔵文化財保護の立場から工事に先立

ち発掘調査を行うことになりました。

発掘調査は 4月 から5月 にかけて行われ、おかげをもちまして好天と地元の方々の深い

御理解にも恵まれて作業も順調に進み、数多くの成果をあげることができました。縄文時

代の集落址や中世の住居址など貴重な資料を得ることができ、同地区の古代史解明に大き

な前進をもたらしたものといえましょう。

終わりにあたり、調査実施に際して多大な御理解、御協力を下さいました関係者の皆様、

発掘作業に携わっていただいた参加者の皆様に厚 く御礼を申し上げます。

平成 7年 3月

塩 尻 市教 育委 員会

教育長 平 出 友 伯

例  言

1.本書は、平成 6年度交通安全施設等整備事業床尾平出線工事に伴う床尾中央遺跡 (長野県塩尻市大

字宗賀所在)の発掘調査報告書である。

2。 現場での調査は平成 6年 4月 14日 から5月 25日 まで実施した。遺物および記録類の整理作業から報

告書作成は、平出遺跡考古博物館において平成 6年 4月 から平成 7年 3月 まで行った。分担は、次

のとおりである。

遺構・整理 トレース :小口 遺物 0洗浄 0註記 :一ノ瀬、古厩 土器復元 :市川、一ノ瀬、古厩

実測・ トレース :山本、小日、小林  写真 :小口

3。 本書の執筆は第Ⅱ章第 2節、第Ⅲ章第 3節 3を小林が、それ以外を小国がそれぞれ分担した。

4.中世の出土品については、原 明芳氏から御指導を得た。銘記して感謝申し上げたい。

5。 本調査の出土品及び諸記録は、平出遺跡考古博物館で保管している。
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第 I章 状 況
'

第 1節 発掘調査に至る経過

調

平成 6年 4月 5日 市土木課、市教育委員会により調査箇所についての現地協議

4月 7日 埋蔵文化財床尾中央遺跡の発掘調査について (通知)

5月 26日 床尾中央遺跡発掘調査終了について (届 )

5月 26日 床尾中央遺跡埋蔵文化財の収得について (届 )

6月 15日 床尾中央遺跡埋蔵物の文化財認定について (通知)

発掘調査計画書

1。 発掘調査地 :塩尻市大字宗賀床尾

2。 遺 跡 名 :床尾中央遺跡

3.発掘調査の目的及び概要 :平成 6年度交通安全施設等整備事業床尾平出線工事に先立ち、300ポ以

上を発掘調査して記録保存を図る。遺跡における発掘作業は平成 6年 6月 30日 までに終了する。

調査報告書は平成 7年 3月 25日 までに刊行するものとする。

4。 調査の作業日数 :発掘作業10間 整理作業20日 合計30日

5.調査に要する費用 :19500,000円

6。 調査報告書作成部数 :300部

7。 発掘調査の主体者及び委託先 :塩尻市教育委員会

第 2節 調 査 体 制

団   長  平 出 友 伯  (塩尻市教育長)

担 当 者  小 口 達 志  (長野県考古学会員・市教育委員会)

調 査 員  小 林 康 男  (日本考古学協会員・市教育委員会)

〃    小 松   学  (長野県考古学会員・市教育委員会)

〃    市 川 二三男  (長野県考古学会員)                 「

〃    山 本 紀 之

発掘参加者  赤 沢 捨 治  内川 初 雄  小沢甲子郎  北沢喜子雄  小 泉 忠行  小 松 静 子

小 松 千 元  小 松 幸 美  小 松 義 丸  清 水 年 男  高橋阿や子  高 橋 鳥 億

藤 松 謙 一  山 口仲 司  由上はるみ  一ノ瀬 文  大 和  廣  古 厩 馨 子

事 務 局  小 野 克 夫  (市教委総合文化センター所長)

〃    松 崎 宏 征  (市教委文化教養課長)
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〃    小 松 重 昭  (文化教養担当係長)
〃    小 林 康 男  (平出遺跡考古博物館長)
〃    小 口 達 志  (平出遺跡考古博物館学芸員)
〃    小 松   学  (平出遺跡考古博物館学芸員)

第 3節 調 査 日 誌

平成 6年度

4月 14日 l■l晴 本国から作業開始。小林館長から挨   5月 10日ω 晴 16018号住居址掘り下げ。
拶あり、事務局から発掘日程・作業方法   5月 11日ω 曇/雨 4・ 5・ 16～19号住居址掘り下げ。
の説明があつた後、機材準備、テントの        雨天により午後中止。

設営。1～ 11グ リッドの掘り下げ、遺構   5月 12日 l■l曇/晴 18号住居址掘り下げ。

検出作業を開始する。           5月 13日 0′晴 18号住居址完掘、平面化。1505・ 20

4月 15日 0晴 引き続き、1～11グ リッドの掘り下ヤ八        号住居址、30・ 31036グ リッド掘り下成
遺構検出作業。1～ 3号住居址検出・掘   5月 14日 lILl・ 16日帽)定休日。

り下げ。                 5月 17日ω 晴 7号住居址焼土中から、彫刻のある石

4月 16日 l■l晴 1～ 11グ リッド完掘、全体写真撮影。        棒出±。4・ 12014016018019021号住
11グリッド出土の称名寺式土器取り上げ。        居址掘り下げ。

4月 17日 (日)018日側 定休日。            5月 18日 17Xl晴 30～41グリッド平面図化。 17・ 19020

4月 19日ω 雨 雨天のため中止。                号住居址内ピット掘り下げ。

4月 20日 17Xl晴 1号住居址拡張、掘り下ヤ九 12～ 24グ   5月 19日 l■l晴 20～29グリッド平面図化。
リッド遺構検出作業。4～ 9号住居址掘り   5月 20日0晴 30ん41グリッドのレベリング。

下げ。3～ 11グリッド埋め戻し。      5月 21日 l■l晴 埋甕、炉体土器取り上げ。土坑掘り

4月 21日 l■l晴 1・ 4～ 10号住居址掘り下げ。14～32        下げ。

グリッド掘り下げ、遺構検出作業。     5月 22日個)023日帽)定休日。

4月 22日0晴 10506・ 12～16号住居址、13・ 30グ   5月 24日ω 晴 土坑掘り下げ。

リッド掘り下げ。             5月 25日 17kl晴 16号住居址西側に拡張、完掘。本日

4月 23日 l■l晴 1018号住居址掘り下げ。             をもって現場における作業を終了する。

4月 24日 (日)025日曰 定休日。
4月 26日の 晴 1・ 2号住居址完掘。写真撮影・平面   ○整理作業は、5月～平成 7年 3月、平出遺跡考古博

図化。5016号住居址掘り下げ。       物館において実施され、出土品、記録類の整理、報
4月 27日 17Xl晴 5～ 8号住居址平面図化。12～18号住   告書の図版作成、原稿執筆作業をもって終了。

居址、38・ 39グリッド掘り下げ。

4月 28日 l■l雨 雨天のため中止。

4月 29日0雨 /晴 19号住居址掘り下げ。
4月 30日 l■le5月 9日帽)定休日。
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第 4節 遺跡の状況と面積

第 1表 発掘 調 査 経 過 表

遺 跡 名 場 所 現 況 種 類 全体面積 事業対象面積 調査面積 発掘経費

床尾中央 塩尻市大字宗賀
地
樹

畑
果 包蔵地 15,000m2 400m2 350m2 1,500,000円

月

遺跡名
4 5 6 7 8 9 10 12 2 3 主 な 遺 構 主 な 遺 物

床尾中央

14   25

遺物整理・図面作成・原稿執筆

種
文
畢案
中
翠  20

中世住居址  3
土  坑   155
集  石    4

組文中期土器・石器

古代土師器・須恵器

灰 釉 陶 器

中世陶磁器
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第 II章 遺 跡周 辺 の環 境

第 1節 自 然 環 境

床尾中央遺跡は、塩尻市大字宗賀床尾に所在する(第 1図 )。 松本平最南端に位置し、北流する奈良

井川の扇状地上に立地する。遺跡のある床尾地区は南に鳴雷山(1093。5m)がそびえ、東に八幡山、西

に石灰山等の山々に囲まれ、北に緩やかに傾斜して桔梗ケ原台地に続いている。

標高は755～ 765mで、桔梗ケ原の向こうに北アルプスの峰々を望むことができる。遺跡の東北には

山容の美しい比叡ノ山があり、その北には国史跡の平出遺跡が広がっている。

]平出 2平出古墳群 3慈音寺 4下村
5山浦 6貴ノ神 7床尾神社 8床尾中央

第 1図 床尾中央遺跡位置図

第 2節 歴 史 的 環 境

床尾中央遺跡周辺の床尾・平出・洗馬には16ヵ所の遺跡の存在が確認されている。

旧石器・組文草創期の遺跡はいまだ未発見で、組文時代早期がこの地域としては最古の遺跡である。

平出・下村・野辺沢の各遺跡から早期前半の押型文土器が採集され、平出・野辺沢では早期後半の条

痕土器や次の組文前期諸磯式も出土している。この早期・前期は遺物の出土のみで遺構の発見は未だ

ないが、続 く組文中期に入ると、平出・床尾中央で多くの住居址が発掘されており、この地域を拠点

として大集落が発達したことが分かる。また、16遺跡中 9遺跡で中期の遺物が出土しており、かって

ない面的な広がりをしめしている。組文後期には、平出で 2軒の敷石住居址が発見されており、後期

土器や後期に属すると考えられる石剣・岩偶の採集されている遺跡は下村・洗馬宿裏など6遺跡に達

している。市内では中期から後期に移行すると、遺跡が極端に減少する傾向がある。しかし、この床
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尾中央遺跡周辺ではそれ程大きな変化が現れないという特徴が認められる。晩期には平出で土器が採

集されているのみである。

弥生時代には、平出・洗馬宿裏の 2遺跡で遺物が出土しているのみである。小河川の発達に乏しい

環境は米作りには不向きであつたと考えられる。

古墳時代には、平出の大集落と平出古墳群があるが、これ以外には床尾中央遺跡での土器の出土が

ある程度である。

平安時代には、13ヵ 所の遺跡があるが、平出を除くと今のところ遺構の発見は無い。今後の発掘に

よって崇賀郷に含まれていたこの地域一帯の実態が明らかにされるものと期待される。なお、平出の

緑釉水瓶、床尾中央の瑞花双鳥八稜鏡、野辺沢の毛抜型太刀・瑞花双鸞八稜鏡などの出土品はこの地

域にかなりの有力者が存在していたことを示している。

今まで余り注目されていなかった中世では、今回の床尾中央での住居址の発見、洗馬神明の内耳土

器の出土など次第に資料も整いつつある。考古学的成果が、その実態

解明に果たす役割も次第に大きくなってきていると言えよう。

昭和35年 8月 10日 付 (信濃毎日新聞)の掲載記事 写真の土器は第23図 -60>
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第Ⅲ章 調 査  結
調 査 の 概 要第 1節

発掘調査は市道改良工事に伴うものであり、歩道拡幅部分の幅 2m、 全長170mt調査面積350ピに

わたって行われた。幅 2mの トレンチは4mご とに区切り、43グ リッドを数える。

調査の結果、竪穴住居址23軒 (組文中期20、 中世 3)、 土坑155基、集石 4基が検出された。組文中期

の住居址と土坑は18グ リッド以西に集中し、中世の住居址は調査区東端に位置している。

遺物は住居址を中心にして多量に出土している。組文時代では、中期初頭～後期初頭の土器、石鏃、

石匙、石錐、ピエス・エスキーユ、打製石斧、横刃形石器、大形石匙、磨製石斧、凹石、磨石、敲石、

,石皿、多子L石、砥石、石棒などが出土している。中世の住居址からは、土師器皿、天目茶碗、丸皿、香

炉、内耳鍋、控鉢などが出土している。また、遺構外からは古墳時代から平安時代の土師器、須恵器、

灰釉陶器が出土している。

第 2節 遺 構

1.組文時代の住居址

第 4号住居址 (第 4図 )

18グ リッドに位置する。規模は東西で 7。 8mを測り、円形を呈すると考えられる。床は平担で固く

締まっている。炉より東側は傾斜する地形となっているため、ロームによる貼床 (セ クション図 4層 )

がなされる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、西壁で28cmの高さを持つ。周溝は全周すると考えられ、10

cmほ どの深さがある。炉は径 lmと大きいが浅い作りである。柱穴はPlが主柱穴の一つと考えられる。

遺物は土器が多いが石器は少ない。土器は覆上の床面上50cm前後から床面近くまで後葉 I・ Ⅱ期の

もの(28～ 33、 35～38)が多量に出土している。本址の構築時期は中期後葉 I期である。

第 5号住居址 (第 4図 )

18・ 19グ リッドに位置する。規模は東西4.3mを測り、円形を呈すと考えられる。床は平坦で固く締

まり、東側では第 4号住居址の覆土上にロームによる貼床がなされる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

西壁で35cmを測る。周溝は全周すると考えられ、 5 cm前後の深さがある。炉は径 1島、深さ50cmの石

囲炉で底面は 2段になっている。柱穴はPl・ P2が主柱穴と考えられる。

遺物は覆土から多く出土している。土器には40～ 42と有孔鍔付土器 (56)がある。時期は中期後葉Ⅱ

期と考えられる。

第 6号住居址 (第 4図 )

19・ 20グ リッドに位置する。規模は東西2。 5m、 南ゴヒ3m弱で、楕円形を呈した小形の住居址である。

床は平坦であるが、やや軟弱な箇所もある。壁は緩やかに立ち上がり、掘り込みも浅い。周溝、炉は
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存在しない。ピットは 2個検出しているが、柱穴であるか不明である。

出土遺物は少ないが、有孔鍔付土器 (57)が ある。時期は中期後葉 I期 と考えられる。

第 7号住居址 (第 5図 )

20・ 21グ リッドに位置する。規模は3。 5m前後の円形か楕円形を呈すると考えられる。床は西側で凹

凸があり、やや軟弱である。壁は緩やかに立ち上がり、掘り込みも浅く西側で消滅している。周溝は

存在しない。炉は調査区外にあると考えられる。ピットは 4個検出しているが、P2が主柱穴のひとつ

と考えられる。

遺物は特筆すべきものとして、加工を施した石棒が出土している。覆土中に10～20cmの厚さを持つ

焼土層から出土しており、住居址が埋まりかけた窪地で何らかの行為があったと推察される。土器は

34・ 39が焼上の下層から出土している。時期は中期後葉 I期 と考えられる。

第 8号住居址 (第 5図 )

21グ リッドに位置する。壁の一部が確認できただけで、規模・形状は不明である。床はほぼ平坦で

締まっている。壁は緩く立ち上がるが、20cmほ どの深さがある。周溝、炉は検出されていない。ピッ

トは2個あり、Plが主柱穴と考えられる。

出土遺物は少なく、土器では器台 (58)がある。時期は中期後葉Ⅲ期と考えられる。

第 9号住居址

25グ リッドで、径 3mほ どの円形の落ち込みを確認していたが、土坑を掘り進めていくうちに消失

してしまった。土坑の重複も激しいため床なども確認できなかった。時期は中期と考えられる。

｀
第10号住居址 (第 6図 )

25・ 26グ リッドに位置する。土坑との重複が激しく壁や床はかなり掘り込まれているが、径 3mほ

どの円形を呈すると考えられる。床面はほぼ平坦で比較的締まっている。壁はやや緩く立ち上がり、15cm

ほどの高さがある。周溝は存在しない。炉・柱穴は土坑に掘り込まれているためか、検出されなかった。

遺物は中期中葉Ⅲ期の土器片がわずかに出土しており、構築した時期もそれに近いと思われる。

第11号住居址

25026グ リッドで、黒色上の落ち込みを検出したが、土坑を掘り進めると消失してしまった。ただ

し、60～68号土坑に囲まれた平坦な箇所でやや硬化した面があることから本住居址の床と考えられる。

時期は中期と考えられる。

第12号住居址 (第 7図 )

26027・ 28グ リッドに位置する。床面は平坦で堅緻である。壁は残存する西側では垂直に立ち上が
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り、壁高は30cmを測る。周溝は東側で検出した。炉は西寄りにあり、床面と同レベルで掘り込みがな

いが、焼土は10cmの厚さがある。

遺物は覆土から円筒形の深鉢形土器 (21)が出土している。時期は中期中葉Ⅱ～Ⅲ期である。

第13号住居址 (第 7図 )

28・ 29グ リッドに位置する。半分を検出し、直径 4mほ どの円形を呈すると考えられる。床面、壁

は土坑との重複が激しく、残存する部分は少ないがほぼ平坦で、壁高は20cm前後である。周溝は無 く

炉は確認できなかった。柱穴は、45号土坑と接しているものがひとつと考えられる。

出土遺物は少なく土器で図示できるのは(51)のみである。時期は中期後葉Ⅳ期と考えられる。

第14号住居址 (第 8図 )

31・ 32グ リッドに位置する。直径約4。 2mの円形を呈すると考えられる。床面はほぼ平坦で非常に堅

緻である。壁はほぼ垂直で10～15cmの高さがある。周溝は無い。炉は調査区外と考えられる。柱穴は

Plが考えられる。東寄りに埋甕を2個検出し、底部のない埋甕 (50)が底部のある埋甕 (49)を壊してい

る。いずれも正位である。住居中央では長さ2m、 幅60cmに わたって床面が被熱により赤化している。

遺物は多く、土器は埋甕の他に 52・ 53が覆土から出土している。また、土偶 (1)と土製円盤 (7)

がある。時期は中期後葉Ⅲ～Ⅳ期である。

第15号住居址 (第 8図 )

33グ リッドに位置する。直径 2m前後の小形の住居址であるが、床面はやや堅 く、壁も深いところ

で10cmを測る。周溝は無 く、炉は検出されなかった。住居址に関連すると考えられるピットは8個あ

るが、Pl・ P30P6が しつかりした掘り込みである。

遺物は少なく、中期後葉の土器片が僅かに出土している。時期は断定しがたい。

第16号住居址 (第 9図 )

34グ リッドに位置する。長軸約 3。 6m、 短軸 2。 8mの楕円形を呈する。床面は平坦で非常に堅緻であ

る。壁は垂直に立ち上がり、壁高は30～40cmを測る。周溝は東側のみ検出されている。炉は埋甕炉 (16)

で中央やや奥寄りにある。柱穴は撹乱で 1個破壊されているが、 4本主柱穴である。いずれも70cm前

後の深さがあり、非常にしっかりした作りである。

遺物は多く、土器は検出面から床上10cmの覆土を主として多量に出土している。完形に近いものが

多く、良好な一括資料である。時期は中期中葉 I期である。

第17号住居址 (第 9図 )

34635グ リッドに位置する。直径 4・ 6m前後の円形を呈すると考えられる。床面は平坦で堅緻であ

る。壁は垂直に立ち上がり、15cm前後の深さがある。周濤は一部に認められる。炉は調査区外にある
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と考えられる。ピットは床面から6個検出されているが、Plが主柱穴のひとつと考えられる。

遺物は覆土から多量に出土しており、土器では、17と ミニチュア土器 (9)がある。また、16号土坑に

接した床面から裏返しの状態で石皿 (186)が出土した。時期は中期後葉Ⅱ期である。

第18号住居址 (第 10図 )

36・ 37グ リッドに位置する。長軸約 4m、 短軸約 3。 4mの楕円形を呈すると考えられる。床面は平坦

で非常に堅緻である。壁は垂直に立ち上がり、壁高は30～ 40cmを測る。周溝は存在しない。炉は埋甕

炉 (1)で中央やや奥寄りにある。柱穴は主柱穴のひとつと考えられる深さ60cmの Plがある。

遺物は覆土中から多く出土している。時期は中期中葉 I期である。

第19号住居址 (第 10図 )

39・ 40・ 41グ リッドに位置する。直径 5。 7m前後の円形を呈すると考えられる。床面は平坦で埋甕か

ら炉にかけて上ヒ較的堅いが、それ以外は軟弱である。壁はほぼ垂直に立ち上がるが軟弱である。壁高

は20～30cmを沢Jる。周溝は西側にあり、深さ10cm前後である。中央やや奥寄りに焼土があるが本址に

伴うものか不明である。西側の周溝に接して埋甕 (45)が ある。

出土遺物は多く、打製石斧は19点を数え、土器には46～49・ 55がある。時期は中期後葉 II期である。

第20号住居址 (第 10図 )

35・ 36グ リッドに位置する。17・ 19号住居址と接しており、規模、形状は不明である。床面は平坦

で堅緻である。壁はほぼ垂直で壁高は20cm前後を沢Jる。周溝はなく、炉は検出していない。柱穴は壁

下に2個あり、いずれも主柱穴と考えられる。

遺物は中期初頭の土器片がわずかに出土している。時期は中期初頭Ⅱ期か。

第21号住居址 (第 7図 )

27028グ リッドに位置する。12号住居址を掘り込んで作っている。3。 5m前後の円形を呈すると考え

られる。床面は平坦で堅緻である。壁は垂直に立ち上がり、壁高は45cmを測る。周溝は西側では壁下

に、東側では若干内側に設けられている。炉は調査区外にあると考えられる。ピットは床面に 5個あ

るが、柱穴は不明であるgまた、壁下には深さ20cm前後の壁柱穴が周っている。

出土遺物は石器が少ないが、土器は22～ 25と 焼町土器 (27)が ある。時期は中期中葉Ⅳ期である。

第22号住居址 (第 6図 )

24・ 25グ リッドに位置する。東側と西側の一部で周溝を検出したことから住居址と認定した。直径

5。 7m前後で円形の住居址と考えられる。周溝の内側は平坦でやや堅緻であることから床面と確認できる。

柱穴は同規模の土坑が多く存在するため断定できないが、位置、埋土から69・ 82号土坑に可育旨性がある。

遺物は少なく、中期後葉の土器片がわずかに出土している。時期は断定しがたい。
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第23号住居址 (第 10図 )

39グ リッドに位置する。19号住居址に切られているため、詳細は不明である。床面はほぼ平坦であ

るが軟弱である。壁はほぼ垂直で壁高は20cm前後を測る。

遺物は土器片がわずかに出土している。時期は中期後葉Ⅱ期と考えられる。

2.中世の住居 址

第 1号住居址 (第 12図 )

1・ 2グリッドに位置する。東西 3。 4mを測り、方形または長方形の住居址と考えられる。覆土は.3層

の堆積があり、 7層は小さめの炭化材や焼土塊で構成され、真っ赤な部分も見られる。焼土塊には植

物質の繊維が混入されていることがわかる。 8層は炭化材で構成されており、焼失家屋とも考えられ

る。床面は平坦で堅緻である。壁は垂直に立ち上がり、壁高は20～30cmを沢Jる。床面上から4個のピ

ットが検出されたが、いずれも30cm以下と浅い。西壁下のピットの周囲には2個の石が、東壁下には

3個の扁平な石が置かれていた。また本住居址の東西にある掘り込みは、住居址の可能性がある。

遺物は床面から土師器皿 (1)、 覆土から天目茶碗 (203)、 内耳鍋、丸皿などが出土した。また、研磨

された礫(9)の出土がある。本址の時期は15～16世紀と考えられる。

第 2号住居址 (第 13図 )

2・ 3グリッドに位置する。東西 2。 lmで不整形な掘り込みである。床面は堅緻である。壁は垂直に立

ち上がり、壁高は10cm前後を測る。ピットは床面上に4個あり、いずれも深さは30cm以下である。

遺物は覆土から天目茶碗 (4)、 香炉 (5)、 内耳鍋(6)な どが出土している。本址の時期は、出土遺物

から1号住居址とほぼ同時期か、やや古くなると考えられる。

第 3号住居址 (第 13図 )

3・ 4グ リッドに位置する。東西約 4mで形状は不明である。床面は平坦で堅緻である。壁はほぼ

直に立ち上がり、壁高は15cm前後を測る。床面上からピットなどは検出されなかった。

3.土   坑 悌 4図～第13図 )

組文時代の土坑は住居址同様、17グ リッド以西に設けられている。特に22～31グ リッドにかけて集

中しており、直径30～50品、深さ50cm未満のものが多いが、中にはlm以上の深さを持つものもある。

113土坑は第 1層がローム塊となっており、盛土して構築したと考えられる。いずれも中期に属すると

考えられ、2号土坑からは中期初頭、75号土坑からは中期中葉の土器片 (26)力泄ヒ較的多く出上している。

4.集  石 悌 12013図 )

1～ 5グ リッドで 4基検出した。1・ 2号集石は 1号住居址覆土上に、3号集石は3号住居址覆土上

にある。1・ 2号集石は拳大の礫で構成され、3・ 4号集石は人頭大の礫で構成される。時期は不明である。
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第 3節

1.組文時代 の遺物

(1)土  器 (第 14図～第23図 )

住居址の覆土を主として多くの上器が出土した。ほとんどが中期に属しており、わずかに後期土器

が認められる。中期の時期区分は中期初頭、中期中葉、中期後葉として、それぞれ段階ごとに細分し

た。土器の年代観については、長野県史の編年 (長野県史刊行会1988『長野県史』考古資料編全 1巻 lEll

遺構・遺物)に よって時期区分を行った。

① 中期初頭の土器

20号住居址、 2号土坑及び16・ 18号住居址の覆土から土器片がややまとまって出土している。また、

12～16グ リッドの遺物包含層からも土器片が、数点出土しており、調査区外に遺構の拡がりが予想さ

れる。

② 中期中葉の土器 (第 14図～第18図 )

中葉 I期 (格沢式期)か ら中葉Ⅳ期 (藤内Ⅱ式期)の上器が主に出土しており、中葉 V、 Ⅳ期 (井戸尻

I・Ⅱ式、Ⅲ式期)は破片がわずかにある程度である。以下、段階ごとに概観する。

中期中葉 I期 〈猪沢式期〉

第16・ 18号住居址から出土した土器が該当する。勝坂式土器は 1～ 3、 7・ 8である。 1・ 2は埋

甕炉、他は覆土からの出土で、いずれも角押文あるいは三角押引文が施される。浅鉢形土器 (12)は 回

縁部に角押文、胴部に組文が施される。斜行沈線文土器は13・ 16があるが、本期に属するのは16であ

る。14・ 15については、角押文があり、勝坂式土器とも考えられるが、胴部の懸垂文などは斜行沈線

文土器の要素ともいえる。平出三A土器は17～20であるが、組文のある18・ 19が本期に属すると考え

られる。

中期中葉Ⅱ期 〈新道式期〉

第16・ 20号住居址の覆土から出土した土器が該当する。勝坂式土器は4～ 6、 9～ 11である。区画

文や隆帯の脇に三角押引文が施される。13の斜行沈線文土器は斜行沈線文が粗く施され、無文部を持

つことから本期に属する。17・ 18の平出三A土器は沈線が雑になったり省略されたりしている。

中期中葉Ⅲ期 〈藤内 正式期〉

第12・ 21号住居址と75号土坑からまとまって出土している。21は三角押引文が全面に施されており、

中葉 II期に上がる可台旨性もある。22は縦位区画文内に沈線と爪形文が、23・ 26に は隆帯脇に爪形文が

施される。
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中期中葉Ⅳ期 〈藤内Ⅱ式期〉

第21号住居址から出土している。24は組文の上に連鎖状隆帯を貼付しており、松本平から諏訪湖周

辺にかけてしばしば認められる。25も本期と考えられる。27は焼町土器で回唇部や胴部に小形の環状

突起を貼付し、器面を曲隆線で埋めている。

中期中葉 V期 〈井戸尻 I・Ⅱ式期〉

包含層や住居址の覆土から破片がわずかに出土している程度で、図示できるものはなかった。今回

の調査区外には住居址の存在は予想されるものの、前後の時期に比べて極端に減少している。

③ 中期後葉の土器  (第 18図～第23図 )

第 4～ 8、 13～ 15、 17・ 19・ 21・ 22号住居址から出土している。後葉 I期の 4号住居址と後葉Ⅱ期の

19号住居址からの出土品が多い。以下、段階ごとに概観していく。

中期後葉 I期

第 4号住居址の28～ 31、 33・ 35と第 7号住居址の34が該当する。28～31は隆帯を貼付した後に、そ

の間を沈線で埋める梨久保B式である。33～35は地文に組文をもち、隆線を交差させて貼付する篭目

文や波状隆線文などが施され、この時期の特徴を示している。

中期後葉Ⅱ期

第 4号住居址の32・ 36～ 38、 7号住居址の39、 5号住居址の40～ 42、 17号住居址の43・ 44、 19号住

居址の45～ 48・ 55、 既出資料の60が該当する。いずれも唐草文や腕骨文の間に沈線を施した唐草文系

土器群で、36や 37の ように把手の発達したものもある。55は欠損しているため全形はわからないが、

注目部をもつ特異な形態をしている。

中期後葉Ⅲ期

第14号住居址の旧埋甕49と覆土出土の52・ 53が該当する。49・ 52は沈線によって器面が埋められる

が、粗雑化する傾向がうかがえる。

中期後葉Ⅳ期

第14号住居址の新埋甕50と 13号住居址の51が該当する。どちらも逆「助字文の区画がなされ、沈線

文および糸電文が施されている。

④ 後期初頭の土器 (第 23図 -59)

11グ リッド包含層中から唯一図示できる後期土器が出土している。沈線によって渦巻文を描き、そ

の中に組文を施した称名寺式土器である。
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(2)石   器卜(第 24～42図、第2表 )

今回の調査で出土した石器は総数397点で、器種ごとの点数は以下のとおりである。

① 石 鏃………………27点  ② 石 匙………………1点  ③ 石 錐……………… 1点

④ ピエス・エスキーユ……・29点  ⑤ J燎J離痕のある象J片…59点  ⑥ 打製石斧……………0113点

⑦ 横刃形石器…………14点  ③ 大形石匙…………… 1点  ⑨ 磨製石斧…………… 6点

⑩ 凹・磨・敲石…………52点  ① 石 皿………………3点  ⑫ 多子L石……………… 1点

⑬ 砥 石………………3点  ⑭ 石 棒……………… 1点

この他に黒曜石や頁岩の象J片、砕片が多量に出土している。定形的な石器についてはすべて一覧表

に登載し、完形またはそれに近いものをできる限り実測・図化した。以下、器種ごとに概要を記す。

① 石 鏃 (1～22)調査区及び付近の畑地の表面採集資料も含め27点ある。石質は黒曜石26点、カ ー

ト1点である。いずれも無茎鏃で、基部の形態はすべて凹基である。17～22は未製品と考えられる。

出土地点は住居址に多く、土器と同様に覆土からの出土である。

② 石 匙 (24)通常の形態と異なるが本石器とした。全体的に風化しているが、扶部の最J離はやや

はっきりしている。

③ 石 錐 (25)黒曜石製で、つまみ部のあるものが 1点出土している。

④ ピエス・エスキーユ (27～38)29点出土している。器体の上下端に象J離とつぶれがあるものを本石器

とした。石質はすべて黒曜石である。形状はバラエティーに富むが、長さ2 cm前後のものが主体を

なしている。

⑤ ′Jヽ剥離痕のある剥片 (39～54)59点出土している。小剥離痕が2次加工によるものと、使用の際

の刃こぼれによるものとの 2者が考えられるが包括して扱った。黒曜石が54点を占める。19号住居

跡の埋甕内からは黒曜石製の加工痕を有する象J片 (42)が検出された。

⑥ 打製石斧 (55～121)113点出土している。形状のわかる67点をすべて図化し、短冊形64点、撥形

3点であった。側縁部に扶りを有し、つぶしのあるものが43点、摩耗痕は23点にみられた。表面に

自然面が残るものは30点あり、半数を占めている。石質は頁岩が88点 と圧倒的に外く、東山山麓の

諸遺跡と共通している。破損状況は完形が35点あり、 3割以上を占めている。

① 横刃形石器 (122～ 131)14点出土している。祭J片の縁部にわずかな調整を施し、形状を整えてい

る。刃部は象J片の縁辺をそのまま利用したもの7点、両面から調整したもの1点、片面から調整し

たもの 2点である。石質は打製石斧同様に頁岩が主体をなしている。

③ 大形石匙 (132)21号住居址から頁岩製が1点出土している。

① 磨製石斧 (133～ 138)未製品と考えられる1点を含めて6点出土している。小形の定角式 1点 と

デL棒状式 4点である。133は欠損面に敲打痕、裏画に凹部があるところから凹・敲石に転用されたと

考えられる。石質はチャートが半数を占めている。

⑩ 凹・磨・敲石 (139～ 184)凹石、磨石、敲石は3機能を併存させる個体が多いこともあり、包括し

て扱った。単独の機能を持つものは磨石 3点、敲石 8点である。複数の機能を持つものの組み合わ
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せは、凹部十敲打痕23点、磨面十敲打痕 5点、凹部十磨面十敲打痕12点である。石質は凝灰岩、砂

岩が多い。

⑪ 石 皿 (185、 186)3点出土している。安山岩製2点、粗粒凝灰岩製1点である。185は表面、底面
とも磨耗が認められる。186は扁平な自然石をそのまま利用しており、皿部は浅いがよく摩耗してい

る。表面と底面に数ヵ所の凹部が設けられている。

⑫ 多孔石 (187)底面を除いた3面に凹部が設けられる。凹部の周囲は敲打によるものか、ややザラ

ついている。

⑬ 砥 石 (188～ 190)3点出土しているが形態はそれぞれ異なる。178は三角柱状を呈し、3面が砥

面となっており、よく研がれている。189、 190は磨面があることから、本石器に含めたが、詳細は

不明である。

⑭ 石 棒 (193)7号住居址から頭部に加工を施した石棒が 1点出土している。頭部先端に円形の凹

部を設け、その周囲に一条の溝をめぐらせることによって段差を作り出している。また、頭部側面

にも全周する溝を彫りこんでいる。底面は敲打によって整形がなされた後、研磨されている。断面

は頭部から基部にわたって楕円形である。焼土上に出ていた器体の半分は黒色の煤が付着し、焼土

下の部分は披熱によって赤化しており、脆くなっているところも見受けられる。

① その他の石器 (191、 192、 194、 195)191は 扶部を作出し側縁部は敲打されている。平出遺跡」-4号

住居址から形態の似た石器が出土している。192は人頭大のレキを粗く象J離 して、敲打がカロえられて

いる。194は軽石製品で、穿子Lし ようとしたのか片面のみに凹部が設けられる。195は研磨された小

形の礫で表裏、側面ともにていねいに磨かれている。

(3)土 製 品 (第 43図 )

土 偶 (1～ 4)4点出土している。 1は 14号住居址覆土から出土した胴上半部のみの板状の土偶で

ある。頸部との破損面からは左右の胴部を接合している様子がうかがえる。2・ 3は 18号住居址の覆

土から出土した。 2は尻部で破損した面はすべて滑らかであることから、この部分を分割して作っ

ている。 3は右腰部で接合面があることから、左部分とは分割して作られたと考えられる。また、胸

部との破損面には芯棒の痕跡が残されている。 4は 31グ リッドの包含層から出土した腕部である。

土製円盤 (6～ 8)いずれも住居址の覆土から出土したもので、中期後葉と考えられる。

ミニチュア土器 (9～11)9は 17号住居址の床面から出土したもので、内面はよく磨かれ丁寧な作り

である。10・ 11は旧河川上の包含層から出土しており、流れ込みと考えられる。

以上の他に 5の人面付土器が、昭和58年に今回の調査区とは道路を隔てた地点で発見されている。

2.古代 の遺物

調査区のほぼ全域において古墳時代から平安時代の土師器、須恵器、灰釉陶器が少量ながら検出さ

れた。いずれも破片のため図示し得ないが、16グ リッドおよび24～26グ リッドで古墳時代の上師器杯、

甕などが上ヒ較的まとまって出土していることから付近に遺構の存在が予想される。
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第 2表 石 器 観 察 表
① 石 鏃

NQ
図
ヽ 出 土 地 点 質石

長さ
(Cm)

幅

ｃｍ
膝
０
聾
０

破 損 状 況 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

5住覆土下層

7住焼土下層

〃

8住

17住 P2下

18住覆土下層

18住覆土上層

〃

16G

17G覆土上層

26G覆土上層

28G覆土上層

28G覆土下層

表面採集

〃

〃

〃

〃

23G

26G覆土上層

5住覆土下層

7住覆土下層

16住覆土上層

19住覆土上層

31G

32G

石黒 曜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

チャー

黒 曜

卜

石

1。 6

2。 4

2.1

(1.9)

1.7

(2。 0)

(1。 6)

(2.3)

(0。 8)

1。 7

(2。 0)

1。 5

(1.2)

(2。 2)

2。 2

1。 7

(1。 6)

2.5

(1。 1)

1。 6

(2.2)

2。 6

2。 1

2。 8

2.2

2。 9

(2。 0)

(1.3)

1。 5

1.4

1。 7

1。 2

1.2

(1。 2)

(1。 2)

(1.7)

1。 2

(1.0)

(1.3)

(0。 9)

(1。 6)

(1.6)

1.8

(1。 2)

(1。 1)

(0。 9)

1。 7

1。 6

1。 6

1.4

1。 7

2。 1

2。 1

1。 5

0.3

0。 4

0。 4

0.2

0.3

0.3

0。 4

0.4

0.2

0。 4

0.2

0。 4

0。 3

0。 3

0.2

0。 4

0.3

0。 5

0.3

0。 4

0.6

0.6

0。 8

0。 6

0.7

1。 1

0。 3

(0。 3)

0。 8

(0。 7)

(0。 7)

(0。 4)

(0。 4)

(0。 5)

(0.4)

(0。 4)

0。 6

(0.5)

(0。 4)

(0。 3)

(0。 6)

(0。 6)

0。 6

(0.3)

(1。 2)

(0。 3)

(0.7)

(1。 4)

2.2

2.0

1.6

2.4

5。 8

0.7

片脚欠

完 形
片脚欠

上半欠

片脚欠

両脚欠

先端・片脚欠

上半 0両脚欠

完 形
両脚欠

片脚欠

下半欠

先端・片脚欠

片脚欠

完 形
先端・片脚欠

片脚欠

先端 0片脚欠

先端欠

先端 0片脚欠

製作途中欠損

未製品

〃

〃

〃

〃

〃

② 石 匙

19住覆土上層 頁  岩 9。 7 2.6 1。 0 21。 1 完 形

③ 石 錐

25 31G覆上下層 黒 曜 石 (3。 7) (2.9) 先端欠

@ U-z--;(+-:a
1

12

3

4

5

6

7

8

9

10

27

4住覆土上層

5住覆土下層

〃

〃

14生ヒ

14生L

14住覆土上層

14住 P3

16住覆土上層

〃

黒 曜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石 1。 7

1。 9

1。 3

1.9

2.7

2.0

2。 3

1。 5

1.4

2.0

1。 8

2.2

1。 4

1。 7

2。 4

2.5

2。 9

1.5

1。 4

1.9

0。 7

0.9

0.4

0。 9

0。 9

0。 9

1.1

1。 2

0.6

1。 0

1.8

3。 2

0.8

2.9

4。 7

5.3

6.7

2.1

0.9

3。 0

4側縁つぶれ

4側縁つぶれ

〃
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NQ
図
ヽ 出 土 地 点 石 質

長さ
(Cm)

幅
ｃｍ 縣＜ｃｍ＞

襲
０

破 損 状 況 備 考

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

26

34

35

36

37

38

18住覆土下層

19住覆土上層

21住覆土上層

21住 Pl

16G

22G

25G

25G覆土上層

28G覆土上層
〃

〃

〃

31G

31G

33G

34G

表面採集

〃

里
〔
曜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石 1。 9

2。 3

3。 1

3。 2

2。 3

3。 3

2。 5

2。 4

1。 6

3.1

1.8

2.2

1。 8

2。 4

1。 5

2。 0

1。 8

2。 1

2。 5

1.2

2。 1

1.5

1.5

2。 3

1。 0

1。 0

1.2

1。 7

1。 5

1。 8

1。 9

1。 6

1。 4

1。 6

1。 7

1。 6

1。 4

1。 7

0.7

1。 0

0。 9

1。 0

0。 6

0.9

1。 0

0。 9

0。 5

0。 8

0。 9

0.6

0。 8

0。 9

0。 7

1。 3

0。 7

0。 5

0。 9

1。 1

4。 2

2。 8

4.4

2。 5

2。 9

2。 1

2.2

1。 4

3.1

2。 7

2。 2

2.0

2.8

1。 4

3。 0

1.7

1。 5

3。 3

準可イ象レこ/Jヽ象J「推

準Ul象レこ/Jヽ象Jttj

〃

⑥ 打製石斧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

住

住

〃

〃

〃

〃

6住
7住焼土上層

〃

〃

〃

9住
10住
10住
12住
〃

〃

〃

〃

〃

〃

住

住

岩頁

岩

岩

粘

頁

〃

〃

ホルンフェルス

頁  岩
ホルンフェルス

頁  岩
〃

〃

〃

粘 板 岩

頁  岩
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

板

(9。 1)

(13.1)

10。 1

(4。 9)

(8。 0)

(11。 0)

9。 9

(16.0)

9.5

12.9

(5。 5)

(6。 1)

(6。 9)

(8。 4)

(8。 5)

(10。 6)

12.8

(9。 2)

9。 7

11。 7

(4。 5)

(2。 5)

12。 2

3。 9

4。 7

5.2

3。 5

4.9

4。 8

3。 8

3.7

6。 8

4。 2

4。 3

4。 7

2.9

3。 0

(3。 5)

7.0

7。 0

5.8

4.3

6。 5

4。 2

6.9

6。 9

1。 6

1。 6

0。 9

1。 1

1.5

1。 5

1.8

0。 7

2。 5

1。 6

0。 9

1.4

1.1

0。 9

0。 7

1.6

1.4

1。 8

1。 2

2。 2

0。 8

1。 2

2.5

(65.0)

94。 0)

(74。 0

(28.0)

(84。 0)

(100。 0
79。 0

(28。 0)

155.0

90。 0

(54。 0)

(44。 0)

(28。 0)

(30。 0)

(25。 0)

(137。 0
168.0

(92.0)

69。 0

195.0

(20。 0)

(32。 0)

235。 0

基部欠

刃部欠

完 形

基部のみ

下半欠

基部欠

完 形
上半欠

完 形

基部のみ

上半欠

刃部欠

基 0刃部欠

片側欠

基部欠

完 形

上半欠

完 形

刃部のみ

基部のみ

完 形

つぶし

つぶし・摩耗

刃部再成

摩 耗

つぶし・摩耗

つぶし

つぶし

つぶし・摩耗

摩 耗

つぶし

つぶし

一-37-一



⑥ 打製石斧

NQ
図
ヽ 出 土 地 点 質石

長さ
(Cm)

幅

ｃｍ
厚さ
(Cm)
姜
０

破 損 状 況 考備

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

〃

〃

〃

〃

14住 P5

〃

〃

〃

〃

16

〃

〃

〃

〃

〃

17

18

19

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

19住 Pll

2S
63S

9G

住

住

住

〃

　

〃

住

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

住

〃

ホルンフ宝ルス

頁  岩
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

粘 板 岩

頁  岩

岩

岩

板粘

頁

岩

岩

粘

頁

〃

板

〃

板

板

板

粘

頁

粘

頁

粘

頁

岩

岩

岩

岩

岩

岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

12。 7

(9。 4)

(7.5)

(5。 0)

(7。 0)

14.2

(13。 5)

(9。 4)

(8。 0)

(5。 3)

10。 0

11。 5

(3.0)

(6。 9)

(4。 2)

(4.6)

11。 6

13。 4

(8。 4)

(10。 9)

(9。 0)

12。 5

(9。 2)

9。 7

6。 9

6.2

(5。 1)

(5。 5)

(10。 0)

(7。 3)

13。 5

(10。 9)

12.1

(10。 6)

(10。 3)

(11.6)

9。 6

10。 9

(9.0)

(9.9)

(7.2)

(5。 2)

(5.6)

(7。 7)

(8.0)

7。 3

4。 3

3。 7

2。 6

5。 8

4.9

4。 9

3。 5

3。 6

3。 4

4。 7

5。 5

2。 7

3。 2

5。 1

3。 7

3.3

4。 3

4。 1

5。 1

4。 5

4。 5

5。 5

4。 6

3。 2

4.6

5。 0

4。 5

3.5

4。 0

3.8

3。 5

3。 6

5。 6

4。 0

3。 9

4。 9

4。 2

4。 3

3.3

4.4

3。 8

6.3

4.5

4.5

2。 8

4。 9

1。 6

1。 2

1。 9

1。 0

2。 6

1。 8

1。 9

0。 8

1。 5

1.5

1。 3

1。 1

1。 1

1.5

1.1

0。 7

0.7

1。 6

1。 7

1.5

1。 1

1。 3

1。 2

0。 9

0。 8

0。 9

1。 5

1。 2

(1。 1)

1。 6

2。 3・

2。 0

2。 4

0.9

1。 4

2.1

1。 5

1。 5

1.3

1。 4

0.9

1.4

2。 0

1.4

1。 2

10。
9

98.0

(53。 0)

(54。 0)

(41.0)

(91。 0)

146。 0

(108.0)

(46。 0)

(38。 0)

(39。 0)

(88。 0)

(45。 0)

(15.0)

(77.0)

(28.0)

(20.0)

53。 0

105。 0

(72。 0)

(74。 0)

(53。 0)

93。 0

(65。 0)

27。 0

35。 0

40。 0

(55。 0)

(33.0)

(42。 0)

(70。 0)

完 形
基部欠

下半欠

刃部のみ

上半欠

完 形
基部欠

上半欠

基・刃部欠

基部のみ

刃部欠

完 形

基部のみ

〃

体部のみ

〃

〃

基部欠

基・刃部欠

刃部欠

完 形
刃部欠

完 形
〃

〃

基部のみ

片面欠

基・刃部欠

完 形
基・刃部欠

完 形

基部欠

刃部欠

〃

〃

基・刃部欠

基部欠

体部のみ

刃部のみ

刃部欠

基部欠

完 形

形一九

形を九

摩 耗

つぶし

〃

〃

つぶし

つぶし 摩耗

つぶ し

つぶし・摩耗

〃

つぶ し

摩 耗

〃

〃

刃部再成

つぶし・摩耗

つぶし

〃

つぶ し

つぶし・摩耗

〃

つぶ し

つぶし・摩耗

つぶし

〃

―-38-一



⑥打製石斧

恥
図
恥 出 土 地 点 質石

長さ
(Cm)

幅
(Cm)

厚さ
(Cm)

さ

＞
重
鱈

破 損 状 況 考備

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

14G

15G

〃

〃

〃

16G

〃

〃

〃

17G

〃

〃

18G

20G

24G

〃

〃

〃

26G

28G

30G

〃

31G

〃

〃

〃

32G

〃

〃

38G

39G

〃

〃

〃

〃

44G

〃

3

i 〃

表

〃

〃

26G

15G

区

採

岩

岩

粘

頁

板

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

板

〃

細粒砂岩

頁  岩

粘 板 岩

〃

岩

岩

粘

頁

〃

〃

粘 板 岩

頁  岩
珪質頁岩

頁  岩
細粒砂岩

頁  岩
細粒砂岩

頁 岩

ホルンフェルス

頁 岩

ホルンフェルス

粘 板 岩

〃

岩頁

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

板 岩

岩

粘

頁

頁 岩

〃

9。 8

9。 0

12.6

(12。 5)

(7.3)

(11。 7)

(12。 3)

(9。 5)

(7.8)

(10。 3)

11。 2

(8。 8)

(4。 4)

8.2

(8。 8)

(8。 1)

(6。 6)

(5。 8)

(10。 0)

(8。 0)

12。 4

(7。 7)

(4。 8)

(3。 7)

(4。 3)

(3。 4)

9。 3

(10。 2)

(7。 8)

(10.7)

(10。 7)

9.7

7.9

9。 4

(5。 5)

8。 3

(7。 5)

10.0

9。 8

10.1

(5。 4)

(7。 9)

11。 8

21。 0

3。 5

3。 8

4.4

5。 5

4。 5

4.4

(4。 5)

4。 6

3。 9

4。 7

5。 3

4。 8

4.3

5。 0

4。 3

5。 8

5。 2

5。 0

(6。 7)

3.7

5。 0

5.9

6。 7

4.7

3.9

4。 2

5.5

3。 2

5.0

4.1

4.0

3.6

4。 6

3.8

4.0

(5。 8)

4.9

4。 5

3.9

5。 2

4。 2

5。 0

2。 3

8.1

1.3

1。 5

1.7

1。 4

2。 4

1。 4

1。 2

1。 1

1。 8

0.9

1。 3

1.8

1.4

1.0

4.7

1.8

1。 3

1。 4

1。 2

1。 9

2.3

1。 6

1。 4

1。 0

1.1

1.1

1.7

0.9

(1.4)

1。 2

1.4

2.0

1。 1

0.9

1.1

1.1

1.7

1.8

1.4

1。 3

1。 9

1.7

0.8

3.6

66.0

55。 0

129.0

(102.0)

(89。 0)

(91。 0)

(93。 0)

(48.0)

(52。 0)

(57.0)

89.0

(86.0)

(26。 0)

65.0

83。 0

に00.①

(54.0)

(48。 0)

(67.0)

(62.0)

190.0

(69。 0)

(62。 0)

(28。 0)

(24.0)

(20.0)

(100.①

(32.0)

(75.0)

(76。 0)

(60.0)

(87.0)

41。 0

43。 0

(25.0)

(46.0)

(94。 0)

87.0

82.0

90。 0

(41.0)

(90。 0)

34.0

909.0

形由九

〃

〃

側縁欠

刃部欠

基部欠

側縁欠

刃部欠

基 0刃部欠

基部欠

完 形

基部欠

体音「のみ

完 形
刃部欠

体部のみ

刃部のみ

上半欠

体音「のみ

刃部欠

完 形
体部のみ

刃部のみ

〃

〃

基部のみ

刃部欠

基部欠

片面欠

基部欠

刃部欠

完 形
〃

〃

下半欠

側縁欠

下半欠

完 形

基部欠

基部のみ

刃部欠

完 形
〃

つぶ し

〃

摩 耗

つぶし

摩 耗

つぶし

つぶし

摩 耗

つぶし

つぶし

つぶし

つぶし

つぶし・摩耗

〃

〃

つぶ し

〃

〃

つぶ し

つぶし・摩耗

つぶし

？

ｏ
口叩製

〃

未

一-39-一



① 横刃形石器

① 大形石匙

恥
図
恥 出 土 地 点 石 質 熟

＜ｃｍ＞
幅
(Cm)

厚さ
(Cm)
襲
０

破 損 状 況 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

5

7

〃

12

13

住

住

住

住

〃

16  准主
｀
17住 P2

19 住
5S
19  生L

〃

14G

30G

頁 岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ホルンフェルス

頁  岩

〃

〃

〃

〃

〃

3.9

3。 8

3。 1

2.7

5。 6

5.0

3。 0

5。 1

4。 7

4。 0

4.7

4。 2

(2。 9)

3。 7

(6.3)

13.5

13。 6

9.3

8.8

8。 6

9.1

10.3

10。 0

11.1

7.9

(6。 8)

(6。 9)

6。 6

1。 3

1。 0

1。 2

0。 8

1。 4

1。 0

0。 8

1。 3

1。 3

1.3

1.0

0。 5

0。 5

0.8

(42.0)

47。 0

46.0

20。 0

69。 0

51。 0

22.0

75。 0

70。 0

76.0

44.0

(21.0)

(14。 0)

(22。 0)

片側欠

完 形
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

片側欠

一部のみ

一部欠

つぶ

〃

摩

し

耗

つぶ し

〃

132 21  4主 頁 岩 9。 6 3.1 1.0 30.0 完 形 扶部つぶし

① 磨製石斧

⑩ 凹石・磨石・敲石

133

134

135

136

137

138

住

〃

14  生主

21  准主

2S
41G

硬 砂 岩

安 山 岩

頁  岩
硬 砂 岩

頁  岩
安 山 岩

(10.1)

(5。 3)

(4。 8)

(7.7)

(13。 8)

(6。 4)

5。 2

(5。 9)

1。 8

4。 6

3.1

3。 6

3。 5

(4。 0)

0。 7

4。 2

2。 4

3.5

998.①

(151。 0
(10。 0)

912.①

(121.①

(112.0

上半欠

刃部のみ

刃部欠

下半欠

先端欠

基部のみ

凹石に転用

未製品

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

4住
13住
14住 P3

〃

17  准主

19  生L

75S

16G

35G

16G

26S

4住
6住
13住
14住 P3

19住
〃

31G

17G

細粒砂岩

〃

〃

頁  岩
細粒砂岩

〃

〃

礫  岩
安 山 岩

細粒砂岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

8。 9

8.8

8。 3

9。 6

8.2

7。 6

11。 7

12.2

10.0

8。 7

12.0

13.9

14.2

13.0

13.0

12.7

13.3

11.5

14。 3

8.3

7.0

6.2

8.5

7。 3

6。 3

9。 5

9.4

8.3

8.5

9.6

7。 8

8.9

9。 3

9。 7

8.0

8。 2

8。 9

6。 7

4。 3

3.9

3.2

3。 0

3。 0

4。 6

4。 1

4.0

3.2

5。 1

4。 3

5.3

3.3

5.5

4.0

3。 8

3.2

5.9

3.4

449.0

299.0

239。 0

099.①

271。 0

299。 0

609。 0

649.0

372.0

551.0

663。 0

849。 0

599.0

760。 0

748.0

502.0

545.0

881.0

442.0

〃

〃

一部欠

完 形
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

完 形 凹十磨 +敲
〃

〃

凹十敲

凹+磨 +敲
〃

〃

〃

〃

〃

凹十敲

〃

〃

〃

〃

〃

凹+磨 +敲

凹+敲

―-40-一



⑩ 凹石・磨石・敲石

恥
図
恥 出 土 地 点 質石

長さ
(Cm)

幅
(Cm)

厚さ
(Cm)
姜
０

破 損 状 況 考備

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171
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3.中世 の遺 物 悌 44図 )

(1)第 1号住居址

1は、日径 13。 lcm、 器高 3.lcmの ロクロ調整された土師器皿、 2・ 3は瀬戸・美濃系の天目茶碗で黒

褐色の鉄釉が内外面に施されている。この他に小片で図示できない多くの内耳鍋の破片や瀬戸美濃系

大窯期前半の丸皿の底部などが出土している。 1は 15～ 16世紀、 2と丸皿は16世紀前半、 3は 15世紀

末の年代が与えられる。

(2)第 2号住居址

4は、古瀬戸後期様式の天目茶碗で、黒褐色の鉄釉が内面から外面腰部にかけて施されている。 5

は、古瀬戸の香炉で、日辺内部および外面腰部まで鉄釉が施されている。 6は、口径 27。 lcmの内耳鍋

で、体部はやや外反気味に立ち上がり、口辺部はやや内屈する。口辺内部には凹状の調整痕を 1周残

している。これらは15世紀の年代が与えられる。この他に13～14世紀の中津川産の捏鉢体部、16世紀

前半の瀬戸美濃系大窯の丸碗底部、13～14世紀の龍泉窯青磁蓮弁文碗などが出土している。

-

0                   10cm

第44図 中 世 遺 物 実 測 図

0
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第Ⅳ章 調 査 の ま と め

床尾中央遺跡は、奈良井川左岸の扇状地に位置し、東西南方向を山に囲まれ、北は広漠たる桔梗ヶ

原に続いている。山懐に抱かれたこの地は日照時間が少ないものの、背後の山あいの細流や湧水から

水を得られ、組文時代から古代・中世・現在に至るまで継続して集落が営まれてきた。

今回の調査地は山懐と前方に拡がる桔梗ヶ原との境目にあたり、遺跡の西寄りの地域をトレンチ調

査する恰好となった。その結果、組文時代中期の住居址20軒、中世の住居址 3軒、土坑155基、集石 4

基が発見された。

組文中期の住居址は18グ リッド以西に集中し、過去における付近の遺物発見例とも考え合わせると、

かなり大規模な集落の存在を予想することができる。今回の調査では中期初頭から後期初頭の遺構・

遺物が検出されており、中期の全時期にわたって集落が継続していたと考えられる。幅 3mの調査で

は、集落の全体像を解明することはできないが、住居址の分布状況によって集落の一端を垣問見るこ

とは可能と思われる。以下に集落の変遷を辿ってみたい。

検出された最も古い住居址は36グ リッドの20号住居址で、中期初頭Ⅱ期に位置付けられる。次の中

期中葉 I期 (格沢式期)では16・ 18号の 2軒が20号 に隣接して築かれ、居住域は踏襲される。中葉Ⅲ・

Ⅳ期 (藤内 I・Ⅱ式期)には25～28グ リッドに10・ 12・ 21号の 3軒の住居址が集中しており、居住域が東

方に拡がる。中葉 V・ Ⅵ期 (井戸尻式期)では、住居址が検出されず遺物も少なくなることから、調査区

外に存在する住居址を考慮しても一時期集落が衰退したと考えられる。次期の中期後葉 I期になると

18～21グ リッドで 4・ 6・ 7号の 3軒が検出され、居住域が更に東方に拡がる。これより東は15グ リッ

ドで検出された旧河川に向かって傾斜しているため、居住域には適しておらず、18グ リッド付近が集

落の東端と考えられる。後葉Ⅱ期は4軒が該当し、 5号住居址は前時期の居住域を踏襲するが、残り

3軒の17・ 19・ 23号は調査区西側に位置している。東西 2つのまとまりに分けられ、両者には60mの空間

が保たれている。その間には大小の土坑が数多く存在しており、中央広場と認識できるものである。

後葉 I・ II期の最も栄えた時期はは、中央に広場を持つ環状集落か馬蹄形集落が形成されていたと推

定される。中葉Ⅲ・Ⅳ期は8013・ 14号の3軒が該当する。居住域は中央付近に縮小し、住居数も減

少する。続く後期の住居址は検出されなかったが、出土土器もあることから付近に遺構の存在が考え

られる。

以上、推測も含めながら集落の変遷を概観した。中期初頭に集落が営まれ始め、一定のまとまりを

持ちながら住居が築かれ、中期後葉のはじめにピークを迎えた後、中期末に至って集落が衰退したと

考えられる。また、遺物も石棒をはじめ数多くの土器、石器が発見され、隣接する平出遺跡とともに

組文中期の拠点的集落であることが明らかとなった。

組文以降、古墳～平安時代は遺物がわずかに出土したのみで遺構の発見はないが、中世に至って 3

軒の住居址が検出された。15～16世紀に比定され、出土陶磁器とともに貴重な資料となった。

市道拡幅に伴うわずかな幅の調査であったため、作業も思うよう
。
|こ はかどらず苦労したが、予想以
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上の成果を上げることができた。遺跡の保存状態もよく今後の調査に期待が持てると言えよう。

最後に、今回の調査を行うにあたって、地元地域関係者の皆様方並びに発掘に携わっていただいた

方々に深く感謝申し上げる次第である。

幸受 録抄童日
生
回

ふ り が な とこお ちゅうおういせき
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日 名 床 尾 中 央 遺 跡

副  書  名 平成 6年度交通安全施設等整備事業床尾平出線工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名 だヽ 口 達 志

編 集 機 関 塩尻市教育委員会

所 在 地 〒399-07 長野県塩尻市大門七番町 3番 3号   TEL(0263)52-0280

発 行 年 月 日 1995年 3月 20日

ふ りが な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コ ー ド ゴヒ 糸摯 東 経
調査期間

調査面積

m2
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

とこ お ちゅうおう

床 尾 中央

長野県塩尻市

大 字 宗 賀

字  床  尾

20215 150

Ｆ

ｒ

ｒ

137°

55′

50″

19940414-

19940525
350

交通安全施

設等整備事

業に伴う事

前調査

所収遺跡名 種 男J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

床 尾 中央 集落跡

組文中期

中 世

竪穴住居址 20軒

土 筑

竪穴住居址 3軒

組文中期 土器

組文中期 石器

中世陶磁器

組文中期の拠点的

大集落の発見

一-66-一



図 版 1
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図 版 2

調査 区全景
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図 版 4

土坑群 (24025グ |リッド) 土坑群 (26・ 2アグリッド)

3号 (手前)04号集石1号集石



第14号住居址埋甕 第19号住居址埋甕

第16号住居址土器出土状態

第19号住居址土器出土状態第 17号住居址ミ三カ ア土器出土状態

第19号住居址石匙出土状態 11グリッド縄文後期土器出土状態



図 版 6

第ア号住居址焼土
(石棒出土前)

第ア号住居址焼土
(石棒出土後)

石棒出土状態

発掘参加者
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